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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年6月16日(2016.6.16)

【公開番号】特開2016-47427(P2016-47427A)
【公開日】平成28年4月7日(2016.4.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-021
【出願番号】特願2015-240997(P2015-240997)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月26日(2016.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行う遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御用マイクロコンピュータを備え、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
　外部に接続可能な入力端子を複数備える第１入力ポートと、
　前記第１入力ポートの各入力端子の入力状態を特定可能な複数の第１入力状態データを
記憶する入力状態データ記憶手段と、
　前記入力状態データ記憶手段に記憶されている前記複数の第１入力状態データに対して
共通処理を行う共通処理手段と、
　入力端子を備える第２入力ポートと、
　定期的にカウント値を更新して出力するカウント値更新手段と、
　前記第２入力ポートの入力端子の入力状態が変化したことに応答して、前記カウント値
更新手段から出力されるカウント値をラッチして、乱数値として記憶する乱数値記憶手段
と、
　前記乱数値記憶手段に記憶されている乱数値に基づいて、所定の抽選を行う抽選手段と
、
　を備え、
　前記入力状態データ記憶手段は、前記第１入力ポートが備える複数の入力端子のうち、
未使用の入力端子に対応するデータ領域に、前記第２入力ポートの入力端子の入力状態を
特定可能な第２入力状態データを記憶し、
　前記共通処理手段は、前記入力状態データ記憶手段に記憶されている前記複数の第１入
力状態データと前記第２入力状態データとに対して共通処理を行い、
　入力端子に入力される信号は異常に関するものを含む、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、遊技を行う遊技機に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（１）上記目的を達成するため、本願の請求項に係る遊技機は、
　遊技を行う遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御用マイクロコンピュータ（例えば遊技制御用マイクロコ
ンピュータ１００、１０４１）を備え、
　前記遊技制御用マイクロコンピュータは、
　外部に接続可能な入力端子を複数備える第１入力ポート（例えば入力ポートＩＰ０）と
、
　前記第１入力ポートの各入力端子の入力状態を特定可能な複数の第１入力状態データ（
例えば入力ポートデータＢ０Ｉ０～入力ポートデータＢ０Ｉ５）を記憶する入力状態デー
タ記憶手段（例えば入力バ８ッファＢ０Ｉ）と、
　前記入力状態データ記憶手段に記憶されている前記複数の第１入力状態データに対して
共通処理を行う共通処理手段（例えばステップＳ９１のスイッチ処理を実行する遊技制御
用マイクロコンピュータ１００、ステップＳａ０のスイッチ処理を実行する遊技制御用マ
イクロコンピュータ１０４１）と、
　入力端子を備える第２入力ポート（例えばＰＩＰ５１０）と、
　定期的にカウント値を更新して出力するカウント値更新手段（例えば乱数生成回路５５
３）と、
　前記第２入力ポートの入力端子の入力状態が変化したことに応答して、前記カウント値
更新手段から出力されるカウント値をラッチして、乱数値として記憶する乱数値記憶手段
（例えば乱数値レジスタ５５９Ａ、５５９Ｂ）と、
　前記乱数値記憶手段に記憶されている乱数値に基づいて、所定の抽選を行う抽選手段（
例えばステップＳ２４０及びＳ２４５の処理を実行する遊技制御用マイクロコンピュータ
１００、ステップＳａ２の内部抽選処理を実行する遊技制御用マイクロコンピュータ１０
４１）と、
　を備え、
　前記入力状態データ記憶手段は、前記第１入力ポートが備える複数の入力端子のうち、
未使用の入力端子に対応するデータ領域（例えばビット番号［６］、［７］の領域）に、
前記第２入力ポートの入力端子の入力状態を特定可能な第２入力状態データ（例えば入力
ポートデータＢ０Ｉ６及び入力ポートデータＢ０Ｉ７）を記憶し、
　前記共通処理手段は、前記入力状態データ記憶手段に記憶されている前記複数の第１入
力状態データと前記第２入力状態データとに対して共通処理を行い、
　入力端子に入力される信号は異常に関するものを含む（例えば、入力ポートＩＰ０のビ
ット番号［４］には第１入賞確認スイッチ２２Ｃからの検出信号が入力され、入力ポート
ＩＰ０のビット番号［５］には第２入賞確認スイッチ２２Ｄからの検出信号が入力される
）。
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